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令和５年度めむろ未来ミーティング報告書（1/12美生コミュニティセンター） 

【めむろ未来ミーティング日程９】

令和６年１月12日(金) 

10:00～11:00 
 

■参加者 16人 

■芽室町  町長、副町長、教育長 

政策推進課長、魅力創造課参事 

農林課長、環境土木課長 

■記 録 広報広聴係長 

 

１ 開会 

２ 町長挨拶 

３ 町からの説明事項 

 資料１ 公共施設再配置構想 

 資料２ 新嵐山スカイパークの在り方 

４ 意見交換 

 

【意見】 

新嵐山の再生に進んでいくと思うが、議会の承認が

得られるのかどうか。提案しても議会に否決されれば

それまでである。議会はどの程度の税金投入なら受け

入れるのか。 

 

【町長】 

 昨年の７月辺りで会社の経営状況からも第三セク

ターでの営業を諦め、新たな担い手にお願いできな

いかと決断をした。指定管理期間を延長し、支援の許

可をいただき、借入金を解消させながら次の担い手

にソフトランディングさせていきたい目論見であっ

た。このような経過となったが、議会とは対立という

わけではなく、今後に向けて一緒になって新嵐山を

どうしていくかタッグを組んで議論を進めていく。事

業費についてはこれからの話なので現時点では何と

も言えないが、その前段として資料のとおりグランド

デザインを描いていく流れとなる。 

 

【意見】 

 新嵐山に近い地元の地域に住む者として、スキー場

はオープンしてもらいたい。しかし、スキー場をオープ

ンするに当たって、駐車場や休憩場所、食事する場所

がないと人を集められない。なので、総合的に考えて、

早くできるものと、ゆっくり時間かけても大丈夫なもの

をしっかり分けて、早期に取り組んでもらいたい。 

 

【町長】 

 秋に実施した説明会やLINEによる意見募集、ホッ

トボイスなどでも色々な意見をいただいていて、そ

の経過で感じたことは、芽室町のスキー場という感

覚ではなく十勝全体のスキー場という思いが強くな

った。学校の授業や自衛隊の訓練活動など、幅広い

方々がこのスキー場の早期再開を強く望んでいる。

それは強く感じているので、来年の今頃には直営で

もスキー場をオープンさせたい。縮小など最低限の

中で引き続きやらせてもらいたい。施設も改修など

必要になるかもしれないが、そういったものは時間

をかける必要があると思う。スキー場や公園機能な

どは町の責任として早期に再開していきたい。 

 スキー場の再開でネックなのはリフトで、今は中止

ではなく休止という形にしている。新嵐山株式会社

で管理していたものを町に移す手続きをしている。

リフト運行には資格者が必要になるが町の会計年度

任用職員として採用しているので、資格面では問題

ないが、一年休んだ分、点検等も必要になるかと思

うが、なんとか再開に向けて取り組みたい。しかし、

今までどおりの機能にはならないと思うので、それ

についてはお時間をいただきたい。 

 

【意見】 

 再開には、未来を見据えて経済効果も検証しながら

検討を進めてもらいたい。町内の人口減少や少子化

の中で進めていくことになる。その中でスキー場はス

ポーツの面でもあったら良いと思うが、宿泊施設はど

うか、キャンプ場もドッグランも今のところ必要かもし

れないが利益を見込めない。そういったものの精査が

必要である。食事関係やテナントで利益を生み出し、メ

ディアに取り上げられるようになれば町外、道外の人

も呼び込めると思う。 
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【町長】 

 今回の件は経営の問題が一番だったと思っている。

夏の客入りは良かったが、利益に結び付いていない

部分はあった。収入で一番大きなものはリフト券収

入だったので、通年で利益を見込める施設になるこ

とが一番だと思う。自然環境は素晴らしいものがあ

るのでそこに芽室の特長である食を活かしていくこ

とが必要である。すべて直営にはならないので、お

願いするところは事業者にお願いしていきたい。 

町の条例には町民憩いの場ということと観光の振

興という目的を定めている。双方うまくやることは

難しい部分があるが、観光面は民間事業者にお願い

し、町民還元などは町でお金をかけていくべきだと

考えている。その辺りは大きな反省点であるので、

町民が離れない、離れてしまった方にまた来ていた

だけるような取り組みが必要だと思っている。色々

お話しを聞いているので参考にして取り組み、今後

も随時意見交換を行っていきたい。 

 

【意見】 

 台風で流れてしまった古いキャンプ場があるが、放

置されていて倒木の恐れもある。自然に触れ合えるた

め整備して復活してもらいたい思いもあるが、周りに

は私有地もあってすべては難しいかもしれないが、景

観上の問題もあるので、倒木の整備を進めてもらえた

らと思う。 

 

【町長】 

 平成28年の災害で流れてしまい、その後整備でき

ていない状況。川もあり魅力的な場所ではあるが、

道路を挟むので管理上の問題もある。今はこの状況

になったので、またまっさらな状態で検討していき

たい。 

 倒木に関しては整備した部分もあるかとは思う。 

 

【農林課長】 

 私有林に関して、指導はできるが強制的には難し

い。町有林は28年以降適宜整備してきている。しか

し、撤去に費用や労力が伴うため、切って倒した状態

にしているものもある。ただ、仰るとおり景観の問題

や鳥獣の問題もあるため、確認して支障が見受けら

れれば整備していきたい。 

 

【意見】 

 スキー場の復活に関しては色々な意見が出ていて、

すべてを聞いていてはどのくらいの金額がかかるか

わからないが、復活はしてほしいと思う。子ども達の教

育や環境のためにも必要だと思っている。 

それと、新嵐山のお風呂は災害時のために大事だと

思う。 

 

【町長】 

教育の観点は必要だと思っている。そこは町とし

てお金をかけていくべきところだと思っている。 

平成28年の災害時にも新嵐山のお風呂は活用し

た。そういった点では地域に重要な施設だと思って

いる。 

 

【意見】 

新嵐山に人を呼ぶにはどうしたら良いか、町の若い

人達が考えている。サイクルツーリズム協議会による

ロードバイク合宿や、バイクのイベントなどもあったが、

その中でよく聞くのは、美生道路の道が悪いと聞く。ト

ラックに乗っていても確かに感じる。渋山に上っていく

カーブのところも危ないと聞く。そういう町としてでき

るハードの部分はやっていかないといけないと思う。

ソフトの部分はある程度民営化しても、ハード面は町

にしっかり行ってほしい。 

 

【町長】 

 若手の皆さんに色々考えていただいているのは承

知している。若手のメンバーとも話をさせていただ

いて、新嵐山を何とかしたいという思いが強いのは

伝わってきた。ただ、イベントとは話が違い、継続的

に安定的に経営しないといけないので、体力や継続

性が必要だという話はさせていただいている。次の

担い手はまったく決まっていないため、できれば地

元の中でそういう動きがあるのであれば、担ってい

ただきたい思いはある。今後、意見交換をしていき
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たいと思っている。 

 スポーツの観点や子ども達への観点をどうするか

も考えていく必要はある。パークゴルフ場が半分に

なって高齢者の方が少し離れたという部分もあり、

自然環境を活かした健康増進のために高齢者の皆さ

んに集まってもらうような企画も必要。どう町民の

方に利用していただくかという発想が大事だという

ことは感じている。 

 美生道路は道道ではあるが、話をしていきたい。新

嵐山に関しては展望台への道の整備なども、適宜実

施しているが、環境にも目を向けていきたい。 

 

【意見】 

 新嵐山は裏もあるので、うまく活用できないか。展望

台上って裏を見ると寂しい。帯広から30分、札幌から

３時間だが、東京からも３時間で立地も最高に良い。

何か目玉が必要。楽天のふるさと納税ランキングでス

イートコーンが１位を獲得した。メムピーも良い活動を

しているが、それぞれ点で活動していてバラバラだと

言われる。そこで新嵐山を起点に集って活動すること

も良いと思う。テナントなどを設けて、生産者も新嵐山

に卸せるとなると一商売起こそうかという意欲が湧く

かもしれない。若い人たちに刺激を与えられるような

面も構想に含めてもらえたらと思う。 

 

【町長】 

 展望台は会社の管理ではなく町の管理なので、古

くなっていたりトイレも古かったりするので、ランド

マーク的な意味合いもあり、整備していくことも大事

だと思っている。 

 町内で様々な活動をしていることについては、情

報が集まってきて役場が動けるという部分はあるの

で、それぞれの方を繋いでいくことやネットワークな

どのお手伝いは役場として動けると思う。 

全ては難しいかもしれないが、役場の役割として

できることはやっていきたい。 

 

【意見】 

 昨年、プレミアム商品券の販売をしていたが、申込が

多くて抽選から漏れてしまった。また販売する予定が

あるのであれば、一家族何枚までという制限などをつ

けて、多くの人に販売できるようにしてほしい。 

 

【町長】 

昨年の商品券販売は、全員に販売することはでき

なかったが、世帯には行き渡るように販売していた。

その前は国からの交付金もあり、全員に販売した。 

M カードの還元率を上げる事業を１月から実施し

ており、町としては商品券からMカードにシフトして

いきたい考えはある。商品券をもう販売しないとい

うことではないが、M カードにすることで買えなか

ったということもなく利用できると考えるため、方

向性としてはそう考えているが、ご意見としては理

解した。 

 

【意見】 

新嵐山は、観光面は置いといて、原点に戻って町民

のための施設として再開してほしい。観光は振り回さ

れ、ブームがあってもブームが去ると採算割れしてし

まう。まずは町民が喜ぶ施設を作って、それに外から

沢山人が来てくれることは良い。ただ、最初から外の

の人を目当てに事業を行うと、町民離れに繋がると思

う。町民だけを考えた施設の整備をお願いしたい。 

 

【町長】 

ターゲットは難しい部分はあるが、最終的に町民

の皆さんが納得していただける、満足していただけ

るところがゴールなのは仰るとおりだと思う。 

 

11時00分終了 
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